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タイラギ外套腔内への底質の間隙水の浸入

山元憲一 1t 半田岳志那須博史2

Infiltrating of void water in the bottom into the mantle cavity in the pen shell， 
Atrina (Servatrinα) lischkeαnα(Bivalvia) 

Ken-ichi Yamamoto1 
t， Takeshi Handa 1 and Hirohumi Nasu 2 

Abstract : The pen shell， Atrina (Servatγωι) lischkeana， stands upside down on the sand where its apex 

part is buried. After the injection of 2 % Evans blue solution into the sand， the pen shell intermittently 

discharged Evans blue from the exhalent orifice， inhalent orifice or side slit of the mantle lobes. These re. 

sults of the experiment revealed that the water in the bottom sediment would be filtered in the mantle cav 

ity by the ventilation of the pen shell 
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緒 広司

有明海では，重要な水産資源の一つであるリシケタイラ

ギAtrina(Se仰 at付加) lischkea叩 (以降，タイラギと表す)

は近年大量発死が起こるようになり 1) 資源保護のため禁

漁が続いている。大量発死の原因のーっとして，貧酸素水

塊の影響があげられている 2.3)。低酸素については，タイ

ラギの繊毛運動‘ 5)および換水に及ぼす低酸素の影響6)や

致死酸素飽和度7)が調べられている。 山元ら 8)は，大量

発死の原因のーっとして，銀、の損傷に伴う換水量の減少に

よって体内が酸素不足に陥ることを上げている。しかし，

底質の悪化が体内の生理状態に及ぼす影響に着目した研究

はなされていない。そこで，底質の影響に関する研究を進

める上での基礎資料を得る 目的で，タイラギを用いて砂中

に色素を注入する方法で砂中の間隙水が外套腔内へ流入す

る様子を明らかにした。

材料および方法

実験は，熊本県荒尾地先の干潟で採集した体重70.1土
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1.2g (平均値土標準偏差値)，殻長147士12mmのタイラギ

8個体を用いて，水温12t，塩分濃度34で， Fig. 1 Aに示

した装置で行った。タイラギは，山元ら 9) に準じて。出

水口からの排水を受ける小室を装着するための切れ込み

(幅約10mm，高さ約15mm) を殻に施し，殻にポリエチレ

ン細管 (No.4，ヒピキ)を貼り付けた (Fig.1 B)後，

呼吸室に設置した 21ペットボトルで作製した容器に砂

(Fig. 1 A)あるいは透明アクリル製直方体 (3x 2 x 3 mm， 

(Fig. 1 C) を入れ，これに潜入させた。次いで，前記の

小室に電磁血流計 (MFV3200，日本光電)のセンサー

(FF-100T，日本光電)を取り付けて出水口あるいは出水

口と入水口の両方に装着した。14時間以上経過した後，海

水で希釈した 2%エパンスブルー(和光純薬)溶液(以降，

溶液と表す)をポリエチレン細管を介して前記の容器の底

の部分に60ml注入した (Fig.1 C)。

結果および考察

タイラギは海水を入水口から外套腔内に取り入れ，出水

口から排出して換水を行っている 6.8)。しかし，溶液を砂
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Fig. 1 . Experimental system (A and C)， operated pen shell (B)， and Evans blue discharged from the ex-
halent orifice (C) in the pen shell. 1 : filter， 2 : water level regulation tank， 3 : respiration chamber， 4 
: sand， 5 : polyethylene tubing used for injecting the Evans blue solution to the sand， 6 : inhalent ori-
fice， 7 : notch chipped off the shell for setting the small chamber that catches the water discharged by 
the pen shell， 8 : exhalent orifice， 9 : acrylic rectangular solid (3 x 2 x 2 mm)， 10: injected Evans 
blue， 11・probeof electromagnetic flow-meter， 12 : the small chamber installed at the exhalent orifice 

Fig.2. Evans blue discharged from the exhalent orifice (A， B and E)， from the inhalent orifice (C) and from 
the side of mantle cavity (0) in the pen shell. 5 : polyethylene tubi時 usedfor ir市 ctingthe Evans 
blue solution to the sand， 6 : inhalent orifice， 7 : notch chipped off the shell for setting the small cham-
ber that catches the water discharged by the pen shell， 8 : exhalent orifice， 11・probeof electromagne-
tic flow-meter， 12 : the small chamber installed at the exhalent orifice， 13 : the small chamber instal 
led at the inhalent orifice 



タイラギ外套腔内への間隙水浸入 235 

中に注入すると直ちに殻を閉じ， 3 -4時間経過すると殻

を開いて間欠的に入水口 (Fig.2 A， B， E)，出水口

(Fig. 1 C) あるいは殻の側面 (Fig.1 D) から溶液が溶

解した海水を排出する様子が観察された。電磁血流言十で観

察すると，出水口と入水口からの海水の排出は，外套膜を

閉じている問 (Fig.2 B)には停止していた。しかし，出

水口あるいは入水口から溶液が溶解した海水を排出してい

る時 (Fig.2 A， C， E) には，出水口あるいは入水口から

海水が排出されている様子が認められた。一方，殻の側面

から同海水を排出する時には，排出は出水口と入水口のい

ずれからも停止したままで，殻の側面から溶液が溶解した

海水が噴き出していた (Fig.2 D)。これらの一連の観察

を4-6時間行った後も，溶液はFig.1 Cに示したように

容器の底部に滞留したままであった。これらのことから，

タイラギの外套腔内から排出されたエパンスブルーは，砂

中から砂上の海水中に溶出してタイラギの入水口から外套

腔内へ浸入したものではなく，砂中から直接外套腔内へ浸

入したものである ことは明らかである。

以上のことから，タイラギは，自然界においても底質中

の間隙水が外套腔内に浸入することによって底質の影響を

直接受けていると考えられる。今後，海域の環境水と同時

に底質の調査も行って，タイラギの大量発死と底質との関

係も検討する必要があると考えられる。
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